
第２次加古川市感幸まちづくり
戦略の進捗状況について

と き：令和４年３月２４日（木）

ところ：まちづくりセンターホール



第２次加古川市観光まちづくり戦略

【後期総合基本計画】 2016-2020
【まち・ひと・しごと創生総合戦略】2015-2020

【ギャップ調査等】
第1次加古川市観光まちづくり戦略の成果を検証

【加古川市の“観光まちづくり”における課題】
① 対象マーケットに“知られていない” ② 増加し続ける周辺都市のインバウンド客を取り込めていない
③ 食事をとらない訪問客の割合が高い ④ 訪問客が訪れる観光拠点が少ない

【加古川市観光まちづくりビジョン】

山も川も街でも楽しめるトカイナカな“感幸地”加古川

①効率的かつ効果
的な情報発信の
基盤整備

②食の観光化の
推進

③広域連携を核とし
たインバウンド誘客
の促進

④民間と連携した
観光拠点の整備

⑤戦略実現のための
体制整備

A
ホームページなどの自ら保
有するメディアによる情報
発信

かつめしの全国的な認知
向上・ブランド化

外国人観光客のニーズに
あった観光資源の発掘と
観光商品開発

観光を目的とした公共施
設の利活用

観光振興の中心的役割
を担う観光協会の体制
強化

B
SNS やパブリシティ など
拡散しやすいメディアを活
用した情報発信

提供店舗拡大等による
新ご当地グルメ の定着
化

外国人訪問者の受入体
制の整備

産業ツーリズムの推進
市民や市内事業者の観
光意識の醸成

Ｃ
観光資源の発掘と情報
の整理

民間によるグルメを使った
観光推進に対する支援

周辺自治体や観光協会、
広域DMO等との連携

快適な観光地間ネット
ワークの構築

※評価測定のための重要業績評価指標を設定。年２回、効果検証のための「感幸まちづくり会議」を開催。

【加古川市観光まちづくりビジョン実現のための５つの基本戦略と１4のアクションプラン】

令和２年３月策定

か ん こ う



１ 効率的かつ効果的な情報
発信の基盤整備



A ホームページなどの自ら保有するメディアによる情報発信

観光協会ホームページのリニューアル

平成23年度に開設以来、大規模改修をしていない。

① 見た目が古い

② スマートフォンやタブレットでうまく表示されない

③ 現在利用されていない情報が残っている

https://kako-navi.jp



① 見た目が古い。

詰め込みすぎでゴタゴタしている すっきり新しいデザインに



② スマートフォンやタブレットでうまく表示されない

画像やタイトルが小さく表示され見にくい 画像や文字が大きくなり、見やすい



③ 現在利用されていない情報が残っている

古い動画などへのリンクを削除し、観光スポットの情報も随時更新



「たびたび加古川」 観光協会ホームページ

・掲載対象を限定
・目を引く演出をすることで誘導

・観光情報など、情報を網羅

詳しい情報が知りたい

おすすめコースは？

「たびたび加古川」と協会ホームページの関係性



① twitterによる情報の発信

B SNS やパブリシティ など拡散しやすいメディアを活用した情報発信

イベントや観光施設の情報などを発信



② Instagram「たびたび加古川」

カフェや観光スポットなどの
魅力的な写真を積極的
に投稿。

投稿数 63件
（３月16日現在）

フォロワー数
2,083人



① 自然観光資源の有効活用

C 観光資源の発掘と情報の整理

・ 「加古川河川敷を利用したにぎわいづくり」イベント

民間団体が提案した加古川河川敷を利用したイベント等を支援。
場 所：加古川左岸、主にJRからバイパスまでのエリア
来場者：約49,000人（11月実施分まで）

6/12 親子で あ・そ・ぼ！－「投げる」「打つ」ボール遊び－

6/26 加古川河川敷大道芸フェスティバル

9/26 かこがわ美食縁

10/3 加古川河川敷「しん」体験！アート・おんがく・ものづくりフェスティバル

10/24 加古川 RIVERSIDE FITNESS FESTA

11/6,7 ロハスパーク加古川

11/20,21スケートボード無料体験＆気球搭乗体験

3/20 KAKOGAWA MUSIC FES

3/26,27 KAKOGAWA KLONDIKE DAYS（かこがわ クロンダイク デイズ）



・ 加古川リバーライト

河川敷においてイルミネーションを開催。10ｍのキューブとフィールドに
加古川をテーマとしたプロジェクションマッピングを投影。イルミネーションの
中にいる感覚を演出。

場 所：加古川河川敷 ＪＲ神戸線鉄橋付近
期 間：令和３年１２月１０日（金）

～１９日（日）
時 間：１８時～２１時
来場者数：３３，３１５人
SNS発信：ハッシュタグ投稿 約1,000件

フォロワー 最大1,185件



② 情報の整理

「わがまち加古川70選」ガイドブック及び看板制作

市制70周年を記念して70箇所の観光名所を掲載
したガイドブックと看板を制作。
各観光地の観光情報を整理し、看板にも反映。

⇒ 観光情報は、観光協会のホームページでも活用し、
情報の統一化を図る。

【新10箇所選定地】

・ 粟津天満神社 ・ 正岸寺
・ 駅ヶ池・賀古駅家跡 ・ 太閤岩
・ 上部井用水 ・ 宝蔵寺
・ 観音寺・志方城跡 ・ 升田山・八十の岩橋
・ 日本毛織印南工場煉瓦建物群
・ 山之上住吉神社・潰目池



２ 食の観光化の推進



A かつめしの全国的な認知向上・ブランド化

① 観光大使による発信

・上野樹里氏観光大使就任



twitterの反応



・横山友紀氏観光大使就任

平成12年１月生まれの22歳。
令和３年10月に4段に昇段し、プロデビューを果たす。
令和４年１月16日に観光大使に委嘱。
委嘱式の模様はサンテレビでも放映。

委嘱式ではかつめしのたれも贈呈



第１回ABEMA師弟トーナメントに井上
慶太九段、稲葉陽八段が出場。
チーム動画を加古川で撮影。加古川PR
対決でお気に入りのかつめし店をアピール。

チーム動画でかつめしをPR TwitterでかつめしをPR



B 提供店舗拡大等による新ご当地グルメ の定着化

① SNSによる発信



② 加古川楽市への出店

日岡山で開催された「加古川楽
市」に新ご当地グルメを出店

日時：令和３年11月6日・7日
９：30～16：00

場所：日岡山公園 桜並木



C 民間によるグルメを使った観光推進に対する支援

NPO 加古川「恵幸川グルメ」
プロジェクトへの支援

イベントでの恵幸川鍋の提供等

・ 「加古川河川敷を利用したにぎわいづくり」イベント（再掲）

・ 食文化の推進に関する観光振興補助金

民間主催者によるグルメイベントの
実施への支援



３ 広域連携を核とした
インバウンド誘客の促進



A 外国人観光客のニーズにあった観光資源の発掘と観光商品開発

発酵食品の製造体験と国宝寺院での修行体験を組み合わせたツアーを商品化。
令和７年の大阪万博までにインバウンド観光客の１日エクスカーションとして磨き上

げを行う。

歴史ある加古川の国宝寺院と伝統の醸造食品で心と体を醸す旅



B 外国人訪問者の受入体制の整備

場 所：鶴林寺
日 時：令和４年３月６日（日）
参加人数：５名
内 容：京都よりインバウンドガイド養成講師を招聘。

鶴林寺内で実施するプログラムの実地研修を行った。
参加者は近隣在住者のため、今後外国人訪問時に対応可能。
対応言語は、英語、インドネシア語。

通訳ガイド研修会の実施



C 周辺自治体や観光協会、広域DMO等との連携

場 所：鶴林寺
日 時：令和４年１月20日（木）
参加者：５名（主に東京の代理店）

インバウンド向け旅行代理店・ランドオペレーターを招聘し、体験
ツアーを実施。商談を行うとともに、専門的見地からアドバイスを
受けることで、プログラムのブラッシュアップを行った。

ファムツアーの実施



４ 民間と連携した
観光拠点の整備



A 観光を目的とした公共施設の利活用
フォトセッションツアーの開催
立入禁止エリア含む、普段撮影ができな
い施設内で特別にコスプレ撮影ができる
ツアーを開催
開催日：令和３年10月３日（日）
場 所：加古川総合文化センター

及び中央図書館
参加者：27名
希望者：89名
スポット：地下機械室、プラネタリウム等
SNS発信数：74件



C 快適な観光地間ネットワークの構築

B 産業ツーリズムの推進

老舗企業におけるコト消費の商品化

老舗味噌店での工房見学・味噌造り体験
酒蔵メーカーでの酒蔵見学・酒造り体験

電動自転車レンタルの実証実験

かこがわICTまちづくり協議会（加古川市が参画）が実施
設置場所：コワーキングスペースMOCCO加古川
台 数：３台
期 間：令和３年９月15日（水）～10月31日（日）
利用者数：91名
距 離 等 ：１km未満が大半を占めたが、30km以上の利用も

あった。みとろフルーツパークや漕艇センター、平荘湖
など、市内の観光施設への利用も見られた。



５ 戦略実現のための
体制整備



A 観光振興の中心的役割を担う観光協会の体制強化

① 観光協会法人化

迅速に観光ニーズに対応し、弾力的に観光振興を行う組織として、任意
団体から一般社団法人へ移行する。

【概要】
設立日：令和４年４月１日（金）
事務所：加古川市加古川町溝之口701
代表理事：大庫 隆夫

【組織の移行】

加古川市観光振興課

加古川市産業振興課
観光振興係

（一社）
加古川観光協会

交流推進係 ５名
観光企画係 ９名

管理職２名



《協会》
（１）観光情報の発信

～ ＳＮＳやホームページ等を活用した観光情報の発信
（２）加古川市のＰＲ

～ かこがわ検定や加古川観光大使による加古川市の魅力のＰＲ
（３）収益事業

～ 旅行や体験型コンテンツの企画・販売、広告事業やグッズ販売など
（４）観光商品開発

～ 交流人口増加を目的とした観光商品開発、ふるさと納税返礼品
に関する新規提供者の開拓や返礼品の発掘などへの事業者支援

観光情報の発信などのソフト事業を協会が担い、観光まちづくり戦略といった市の方針の
策定や大型イベント、ふるさと納税などの事業を市が担う役割とする。

【役割分担】

《市》
（１）観光行政の方針等

～ 観光まちづくり戦略の策定及び進捗管理など
（２）大規模イベント

～加古川まつりなどの大規模イベント
（３）ふるさと納税推進事業

～ 財務や契約等の行政が行わなければならない事務



専門性の高い外部人材の登用、プロパー職員の雇用によるノウハウの蓄積
により、より専門的な見地から観光事業を行うことが可能となる。

【法人化によってうまれるメリット】

（１）役割（身分）の明確化

市と観光協会事務局との曖昧となっている境界や役割等が、市から独立した
組織となることで明確となる。また、法人化により社会的な認知度を得ることがで
きる。

（２）社会的責務

任意団体では観光協会長個人に責任が及ぶおそれがあるが、法人化により
解消される。また、消費税、法人税等の税務上の義務を果たすことができる。

（３）収益事業の実施

旅行業者として登録することができ、旅行商品等の企画・販売が可能となる。
また、広告事業やグッズ販売等、収益性のある事業に取り組むことができる。

（４）意思決定の迅速化

変化し続ける観光ニーズに応じて速やかに対応することが可能となる。

（５）専門性の向上



② 周辺観光協会とのネットワークの構築

・ JRデスティネーションキャンペーン

１ 概要
■ ＪＲグループ６社が地方自治体と一体で実施する国内最大級の観光宣

伝事業
■ 毎年、季節毎に年４回、対象地域を決めて実施
■ 対象地域で観光資源の掘り起こし・磨き上げ、ＪＲで集中的な旅行商品

の造成・プロモーションを展開。全国からの誘客促進による地域活性化が目的

２ 兵庫開催の概要
(1) 本ＤＣ期間：令和５年夏(7～9月)

※ 前回は平成21年春(４～６月)
(2) プレＤＣ期間：令和4年夏～本ＤＣ開始まで

※ 前回は平成20年春～本ＤＣ開始まで
(3) 採択テーマ：

「ひょうごテロワール旅」
地域に根差した「食」や「文化」

※ 加古川市からは、「歴史ある加古川の国宝寺院と伝統の醸造食品で
心と体を醸す旅」で参加。



小野市との連携事業
加古川ｔｏ小野ｄｅ旅コン～ＪＲ加古川線 恋は走るよどこまでも

開催日：令和４年２月６日（日）
場 所：日岡神社（加古川市）、あお陶遊館（小野市）
募集人数：男女各15名
⇒ 定員を超える応募があったが、まん延防止等重点措置が発
令されたため中止

③ 他観光協会との共同事業

播磨城跡活用誘客事業

播磨地域に所在する城跡を活用し、御城印の
共同制作やツアーなどの事業を実施し、誘客を
図る。

参加機関：神戸市、明石市、加古川市、
高砂市、三木市、加西市、
小野市の各観光協会など



B 市民や市内事業者の観光意識の醸成

① 観光ガイドボランティア団体運営支援補助金
市内でボランティア活動を行っている団体を支援

【対象団体】
加古川文化財ガイドボランティア

主に鶴林寺でのガイドを実施



② かこがわ学講座・かこがわ検定の実施

【講座】
YouTube・DVDなどを利用した動画視聴形式
《視聴会》

会 場：びぃぷらす
日 時：令和４年２月12日（土）

【検定】
web・会場でのハイブリッド受検
（上級は会場のみ）
会 場：東播磨生活創造センター「かこむ」
日 時：令和４年３月５日（土）

【結果】
初級 合格 33／36名
中級 合格 16／24名
上級 合格 3／12名


